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対話が生まれる教員研修のデザイン
―個別指導塾における教員研修の歴史と効果の検討―

藤森裕紀（東京学芸大学大学院）

キーワード：教員研修，個別指導塾，学習環境デザイン

問題と目的

藤森（ ）は自身が勤務する個別指導塾教

室長とのアクティヴ・インタビュー（ジェイムズ

＆ジェイバー， ）を通じて塾の歴史の生成過

程を記述した。これは藤森（ ）の教員同士

が互いに相談し合える関係性の実践において欠け

ていた歴史（ニューマン ）の検討であった

といえる。しかし，先の研究では当該塾の教員研

修の歴史や効果は検討されていなかった。そこ

で，本研究では当該塾教員へのアクティヴ・イン

タビューにより得られたデータから，文化 歴史

的活動理論 （エンゲストローム， ）を参考

にして当該塾の教員研修の歴史的変化・運動を記

述し，①学習環境デザインと②研修の効果の観点

から検討することを目的とした。

方 法

年 月 日，神奈川県内の個別指導塾に

て筆者が当該塾の社会人教員 名に対して半構造

化面接を実施した。得られたデータから逐語録を

作成し，大谷（ ， ）が開発した

（ ）を用い

て分析を行った。なお，分析結果であるストーリ

ーラインと理論的記述については筆者を含む教員

名の協議で作成した。

結果と考察

分析の結果，藤森（ ）の実践前後の教員

研修に関するストーリーラインが得られた。

教員研修の学習環境デザイン

ストーリーラインによれば，研修内容の変更前

後で，研修が塾内で担う役割が変化したことを示

す記述が見られた。変更前の研修は「参加者が

各々独立」しており，「対話へのリスクが高く」

「競争的な場」と表現された。変更後の研修は

「不安や疑問についての対話を通じて教員間の関

係性を構築する交流の場」であり，「対話のリス

クが低い」と表現された。以上の記述から，教員

研修において，即興的な対話へのリスクは学習環

境デザインと不可分な関係にある可能性が示唆さ

れた。

また，変更後の研修について「対話のリスクが

低い」「気の置けない対話が可能」な場である一

方で，「緊張感を一定程度高める場の設定」を促

す記述が見られた。この記述は協働的な人間関係

と「緊張感のない身内的な」人間関係とを区別す

る必要性を示すものであると捉えられる。以上よ

り，対話をするリスクの低い場のデザインには，

適切な緊張感の設定も同時に求められることが推

察される。

教員研修の効果

研修内容の変更前後で，教員同士が「関わるこ

とがない付き合い」から「関わり合うものの表面

的で淡泊な付き合い」へと変化したことを示す記

述が見られた。「付き合い」について，児童生徒

や他教員との人間関係に関わる不満が日頃出てこ

ないことへの違和感が指摘された。これは児童生

徒に配慮した業務上不可欠な振る舞いであり，研

修内容の変更前後の変化は教員同士の「 をわ

きまえた」関わりの増加と解釈可能である。

以上より，教員同士が互いに相談し合える関係

性を実践する教員研修のデザインは，業務上求め

られる日常的な教員同士の関わりを促す効果があ

ると推察される。

教員研修についてのストーリーライン

内容変更前の教員研修は（中略）参加者が各々

独立した状態から意見を述べる競争的な場であ

り，（中略）対話へのリスクが高く，意見の発し

やすさの個人差が大きかった。

内容変更後の教員研修は，問題解決を目的とす

るのではなく，業務中に生じた不安や疑問につい

ての対話を通じて教員間の関係性を構築する交流

の場として設定されており，教員 ・ により対

話のリスクが低いと評された。

気の置けない対話が可能な一方で，（中略）教

員研修である以上は緊張感をもって臨まなければ

ならないという意見や，他者との関わりや業務へ

の熱意により生じる正当な不満が日常的に表出さ

れないことへの違和感が挙げられた。緊張感を一

定程度高める場の設定をすることで教員の人間関

係が緊張感のない身内的なものになってしまうこ

とを回避する可能性がある。不満の表出について

は， をわきまえた関わり方として捉えられ

た。以上を踏まえ，教員の人間関係について，教

員研修の内容変更前は教員同士が関わることがな

い淡泊な付き合いであり，変更後は教員同士が関

わり合うものの表面的で淡泊な付き合いとなって

いる可能性が挙げられた。
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現職教員と教員志望学生の児童・生徒観
および指導行動に関する研究（ ）

―改良版授業観尺度と改良版学習指導行動尺度との関連の検討―

○崎濱秀行（阪南大学） 藤田 正（奈良教育大学）
林 龍平 （関西福祉科学大学）

キーワード：児童・生徒中心的な視点，教師中心的な視点，両視点の併存

問題と目的

本研究の目的は，研究（ ）・研究（ ）で用

いた，改良版児童・生徒観尺度および改良版学

習指導行動尺度の下位尺度間の関連を検討する

ことである。

﨑濱・林・藤田（ ）では児童・生徒観尺

度と学習指導行動尺度の作成を行った。その際，

両尺度の下位尺度間の関連についても検討を加

えた。その結果，「学習指導性（児童・生徒観尺

度）」－「学習指導行動（学習指導行動尺度）」

間の相関が有意であり，児童・生徒中心的な児

童・生徒観を有しているほど児童・生徒中心的

な学習指導行動を重視する傾向があることが示

された。

しかしながら，研究（ ）の結果は﨑濱らと

方向性が同じではあるものの，下位尺度が「学

習指導性」「自律・自己統制性」の２側面に集約

されたことから，抽出された下位尺度の構造に

は異なりが見られた。また，研究（ ）におい

ては，学習指導行動について「児童・生徒中心

的学習指導行動」「教師中心的学習指導行動」の

２側面が見出だされた。このことから，各々の

学習指導行動と児童・生徒観のどの側面との間

に関連が見られるのかを検討する必要があろう。

また，研究（ ）および（ ）の指摘を踏まえ

ると，児童・生徒観の下位尺度間および学習指

導行動の下位尺度間で何らかの関連が見られる

のかどうかについても検討が必要であろう。

以上を踏まえ，本研究では両尺度および各尺

度の下位尺度間の関連について検討を加えるこ

ととした。

方 法

調査参加者 近畿地方の大学生 名（男性

名，女性 名，平均年齢 歳）。

材料 改良版児童・生徒観尺度および改良版学

習指導行動尺度を用いた。いずれも，﨑濱ら

（ ）を単一項目化したものであり，回答者

に対し，各々の項目について， （まったくあて

はまらない）～ （非常によくあてはまる）の４

件法で回答するよう求めた。本研究では，研究

（ ）で抽出された「学習指導性」「自律・自己

統制性」（改良版児童・生徒観尺度），研究（ ）

で抽出された「児童・生徒中心的学習指導行動」

「教師中心的学習指導行動」（改良版学習指導行

動尺度）間の関連，および，各尺度内の下位尺

度間の関連について検討した。

手続き 本研究は を通して行われた。調査

実施にあたっては，教育心理学に関する授業に

て，調査の目的および調査への回答を呼びかけ

る紙面を配布した。その上で，回答に同意した

者だけが回答するよう求めた。

結果と考察

にて行った因子分析により抽

出された下位尺度を構成する項目の平均値を求

め，下位尺度得点とした。この下位尺度得点を

用いて，ピアソンの積率相関係数を算出し，下

位尺度間の関連を検討した。その結果，「学習指

導性」―「児童・生徒中心的学習指導行動」間

で中程度の相関が見られた（ ）。こ

のことから，児童・生徒中心的な児童・生徒観

を有するほど児童・生徒中心的な学習指導行動

を重視する傾向があることが考えられる。また，

「自律・自己統制性」―「教師中心的学習指導

行動」間においても中程度の相関が見られた

（ ）。このことから，「自律・自己

統制性」の側面を重視するほど教師中心的な学

習指導行動を重視する傾向があることが考えら

れる。

一方で，各々の尺度内の下位尺度間の関連に

ついても検討を加えたところ，改良版児童・生

徒観尺度における「学習指導性」－「自律・自

己統制性」間（ ），および，改良版

学習指導行動尺度における「児童・生徒中心的

学習指導行動」―「教師中心的学習指導行動」

間（ ）の相関も有意であった。弱

い相関ながら，児童・生徒中心的な児童・生徒

観を有しているほど教師中心的な視点も有して

いることが伺える。また，児童・生徒中心的な

学習指導行動を重視しているほど教師中心的な

学習指導行動も重視していることが伺える。

以上の点，および研究（ ）・（ ）の指摘事

項を踏まえると，回答者個々の中において，「児

童・生徒中心的」な考え方と「教師中心的」な

考え方とが併存していること，学習指導行動に

ついても「児童・生徒中心的」な視点と「教師

中心的」な視点とが併存している可能性が考え

られる。
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